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広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

特集「障害のある人もない人も共に暮らし

やすい社会を目指して」

年頭あいさつ、芸能チャリティ公演

県共同募金会寄付者芳名

教育支援資金のご案内

シリーズ活動最前線

「大里グリーンタウン自治会介護事業部」

災害ボラセン応援担当職員研修
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9 高齢者虐待対応研修会
予対協 県知事へ福祉施策の充実等 要望

第56回沖縄県社会福祉大会

全国ねんりんピック ゲートボール全国優勝

平成26年度かりゆし長寿大学校　学生募集

福祉の職場説明・面接会

介護の日講演会・保育士修学資金貸付事業

インフォメーション、寄付者芳名　他
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作品名：「ぼくらの未来…!」（平成24年度かりゆし美術展 写真の部 銅賞）
撮影者：松田一良さん（宜野湾市）
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今
回
の
条
例
制
定
に
い
た
る

ま
で
に
は
、
約
5
年
半
に
わ
た

る
障
害
当
事
者
や
関
係
者
に
よ

る
粘
り
強
い
運
動
と
努
力
の
成

果
が
あ
っ
た
。

　
千
葉
県
で
全
国
初
と
な
る
障

害
者
差
別
を
な
く
す
た
め
の
条

例
が
成
立
し
た
の
が
、
平
成
18

年
。
国
に
先
駆
け
て
障
害
者
や

家
族
が
作
り
上
げ
た
条
例
は
、

関
係
者
か
ら
大
き
く
評
価
さ
れ

た
。

　
そ
の
翌
年
、
沖
縄
県
内
に
お

い
て
も
障
害
者
が
自
ら
の
権
利

や
自
立
生
活
、
社
会
と
の
関
係

に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
勉
強
会
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
中
で
条

例
制
定
の
必
要
性
が
確
認
さ

れ
、
翌
年
の
平
成
20
年
3
月
に

特集

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　
　
　
　
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　
　
　
　
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

条
例
制
定
に
向
け
て
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昨
年
10
月
、障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
等
の
解
消
に
向
け
た「
沖

縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く

り
条
例
」(

以
下「
条
例
」)
が
成
立
し
た
。障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

全
て
の
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、

障
害
当
事
者
や
福
祉
関
係
者
の
期
待
も
大
き
い
。本
号
で
は
条
例

制
定
ま
で
の
経
緯
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

障
害
当
事
者
と
そ
の
支
援
者
で

組
織
さ
れ
る
「
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
い
の
ち
輝
く
条
例
づ

く
り
の
会
」(

以
下
「
条
例
づ
く
り

の
会
」)

が
発
足
し
た
。
条
例
づ

く
り
の
会
で
は
、
県
内
各
地
で

障
害
者
か
ら
虐
待
や
差
別
に
関

す
る
聞
き
取
り
を
行
っ
た
ほ

か
、
県
民
集
会
や
「
う
ち
な
ー

T
R
Y
」
と
称
し
た
署
名
運
動
を

県
内
各
地
で
展
開
し
、
条
例
の

趣
旨
へ
の
賛
同
を
呼
び
か
け

た
。
障
害
当
事
者
と
そ
の
支
持

者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
運
動
は
、
多
く
の
県
民
の
共

感
を
呼
び
、
平
成
23
年
1
月
に

は
、
条
例
制
定
を
求
め
る
3
万

人
余
り
の
署
名
が
県
知
事
へ
提

出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
県
で
は
同
年

7
月
に
「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
県
民
会
議
」
を
発
足
さ

せ
、
条
例
づ
く
り
へ
の
動
き
が

本
格
化
し
た
。
県
で
は
、
県
民

会
議
と
共
催
し
、
県
内
5
地
区

で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
・
検
証
す
る
な
ど
、
福

祉
保
健
部
を
中
心
に
議
論
を
重

ね
、
障
害
者
や
関
係
者
と
一
緒

に
な
っ
て
条
例
案
を
練
り
上
げ

て
い
っ
た
。

　
条
例
案
の
策
定
の
大
詰
め
段

階
で
は
、
前
文
の
取
扱
い
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
た
。
一
旦
は

県
の
素
案
か
ら
前
文
が
削
除
さ

れ
た
た
も
の
の
、
条
例
づ
く
り

の
会
が
復
活
を
強
く
要
望
し
、

県
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
前
文

が
成
案
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
障
害
当
事
者
と
県

が
共
に
進
め
て
き
た
条
例
づ
く

り
は
、
昨
年
10
月
11
日
の
県
議

会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
・

成
立
に
よ
っ
て
結
実
し
た
。

　
当
日
は
、
県
庁
前
で
多
く
の

関
係
者
が
詰
め
か
け
、
条
例
成

立
を
祝
福
し
た
。

　
障
害
者
へ
の
差
別
を
禁
止
す

る
主
旨
の
条
例
は
、
都
道
府
県

段
階
で
は
全
国
6
番
目
と
な

る
。

　
条
例
の
特
徴
の
一
つ
に
、
策

定
段
階
か
ら
大
切
に
し
て
き
た

基
本
理
念
を
記
し
た
前
文
が
含

ま
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
前
文
で
は
、
福
祉
分
野
に

限
ら
ず
、
医
療
、
雇
用
、
教
育

等
の
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の

充
実
、
障
害
者
へ
の
差
別
の
解

消
が
盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
離

島
及
び
へ
き
地
に
お
け
る
厳
し

い
生
活
条
件
等
に
も
言
及
す
る

な
ど
沖
縄
な
ら
で
は
の
事
情
も

反
映
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
条
例
案
で
は
「
何
人

も
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し

て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

や
そ
の
他
の
権
利
を
侵
害
す
る

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

明
記
し
、
障
害
者
に
対
す
る
社

会
的
障
壁
の
除
去
に
向
け
た
配

慮
を
義
務
付
け
、
虐
待
の
禁
止

を
定
め
た
。

　
こ
の
他
に
も
条
例
の
特
徴
と

し
て
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
げ

ら
れ
る
。

念
願
の
条
例 

つ
い
に
成
立

条
例
の
ポ
イ
ン
ト

○
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
禁

　
止
し
、差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

　
具
体
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

○
雇
用
の
拡
大
や
駐
車
場
の
確
保
、

　

住
宅
環
境
の
整
備
、障
害
者
同

▲うちなーTRYで条例への賛同を呼びかける
　関係者(平成22年5月)

▲条例制定を求める県民大集会には500名が
　つめかけた(平成23年1月)
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施
行
に
向
け
て

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

等
を
解
消
す
る
た
め
の
支

援
　

士
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
等

　
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

○
教
育
面
に
関
し
て
も
、障
害
の
あ

　
る
児
童
や
生
徒
、保
護
者
へ
の
十

　
分
な
情
報
提
供
と
、意
向
の
尊
重

　
を
明
記
し
て
い
る
。

○
差
別
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
っ

　
た
時
の
対
応
と
し
て
、県
は
市
町

　

村
の
相
談
員
へ
の
助
言
や
広
域

　
相
談
専
門
員
を
配
置
す
る
。

○
条
例
の
施
行
状
況
を
検
討
し
、3

　

年
を
め
ど
に
必
要
な
見
直
し
を

　
行
う
。

　
条
例
で
は
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
禁
止
を
定
め
る
と

同
時
に
、
差
別
等
を
解
消
す
る

た
め
の
支
援
の
仕
組
み
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
等
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
事
例
が
発
生
し
た
際
は
、

各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
る
「
差
別

事
例
相
談
員
」
が
差
別
等
の
解
消

に
向
け
た
相
談
対
応
に
あ
た
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

困
難
事
例
に
対
し
て
は
、
県
が

障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
に
配

置
す
る
「
広
域
相
談
専
門
員
」
が

相
談
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、
県

は
差
別
事
例
相
談
員
に
対
す
る

必
要
な
研
修
等
を
実
施
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
差
別
事
例
相
談
員
に

よ
る
対
応
で
解
決
が
図
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、「
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
等
の
解
消
に
関
す
る

調
整
委
員
会
」
に
持
ち
込
ま
れ
、

委
員
会
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん
に

よ
る
関
係
者
間
で
の
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
図
る
と
し
て
い

る
。
こ
の
「
調
整
委
員
会
」
は
県

知
事
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置

さ
れ
、
任
命
さ
れ
る
15
名
の
委

員
の
中
に
は
、
障
害
の
あ
る
人

ま
た
は
そ
の
家
族
を
は
じ
め
、

社
会
福
祉
事
業
経
営
者
の
代
表

等
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
で
の
話
し

合
い
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
事

例
に
つ
い
て
は
県
知
事
に
よ
る

勧
告
手
続
き
を
と
る
こ
と
も
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　　　
条
例
の
施
行
を
今
年
4
月
に
控

え
、
条
例
づ
く
り
の
会
事
務
局
の

早
坂
佳
之
氏
は
「
条
例
の
制
定
は

あ
く
ま
で
ス
タ
ー
ト
地
点
。
こ
れ

か
ら
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
に
条
例

の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
か
が

重
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
か

ら
の
1
年
間
で
、
家
族
か
ら
の

暴
行
や
暴
言
、
年
金
の
使
い
込

み
と
い
っ
た
虐
待
を
受
け
た
と

す
る
自
治
体
へ
の
通
報
が
県
内

で
34
件
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
沖
縄
県
自
立
生
活
セ
ン

タ
ー
イ
ル
カ
代
表
の
長
位
鈴
子

氏
は
、「
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
氷
山

の
一
角
。
も
っ
と
現
実
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

 

差
別
の
解
消
に
は
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
条
例
を
よ
く
理
解

し
、
差
別
に
該
当
す
る
か
否
か
の

「
物
差
し
」
を
心
に
持
ち
、
行
動

に
移
す
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
早
坂
氏
は
「
条
例
の
内
容
を
理

解
す
る
に
は
、
自
分
の
生
活
に
置

き
換
え
て
考
え
て
み
る
こ
と
が

大
切
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
お
互
い
が
支
え
合
え
る
存

在
に
な
る
た
め
、
そ
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
条
例

が
活
か
さ
れ
た
ら
い
い
」
と
話
し

た
。

差
別
等
事
例
発
生

向
け
た
相
談
対
応

差
別
等
の
解
消
に

差
別
事
例
相
談
員

相談 市町村
助言・あっせんの手続き

知　事

◎調整委員会

差別等の解消

知事による勧告

県

障害を理由と
する差別等に
該当すると思
われる事例に
関する相談に
応じている相
談員

差別事例相談員
に対し必要な支援
（研修）を実施

広域相談専門員

困難事例に対
する相談・助言

県が任命

助言・あっせんの
求め

・助言やあっせんを行い、関係者の間での話し合
　いによる解決を図る。
・助言・あっせんすることが不適当な場合などは、
　助言・あっせんをしない。
・必要に応じ意見聴取や資料の提出を要求できる。

助言・あっせんを
行うよう求める。

話し合いで解決
できなかった事
例については、
勧告の手続き進
める。・差別に該当すると思われる事例の解消に関し、助言・あっせん及び必要な調査審議

  を行う知事の附属機関
・委員は15名を任命。任期は2年
・委員会の組織及び運営に関しては規則で規定

◎沖縄県障害を理由とする差別等の解消に関する調整委員会

○差別等を受けた障害のある人
○家族、保護者、後見人その他の関係者

差
別
事
例
相
談
員
に
対
す
る
相
談
等
に

よ
っ
て
も
解
決
が
図
ら
れ
な
い
と
き

▲県庁前で条例制定を祝う(平成25年10月)

条
例
は
、
県
障
害
保
健
福
祉
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
。

検
索
サ
イ
ト
で「
沖
縄
県
障
害
者

条
例
」で
検
索
。
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生活福祉資金貸付制度（教育支援資金）のご案内
　県社協（民生部）では、他の貸付制度の利用が困難な低所得世帯へ、学校教育法に規定する高等学
校（中等教育学校の後期課程、盲学校、ろう学校または特別支援学校の高等部及び専修学校の高等
課程を含む）、大学（短期大学および専門学校（専修学校専門課程）の専門課程を含む）、または高等専
門学校に入学・就学するときに必要な費用を貸し付けています。この貸付制度を利用するにあたって
の相談と申し込みの窓口は、お住まいの市町村社会福祉協議会です。

資金の種類と内容

【申し込みから返済までの流れ】
①　お住まいの市町村社会福祉協議会（社協）へ借入の相談をします。
　　*世帯状況を詳しく聞かせていただいて、制度の要件に該当する
　　か確認します。
②　申込書や住民票、所得証明書など必要書類をそろえます。
③　書類がすべてそろったら、民生委員と借入について面談します。
④　市町村社協から県社協へ申請書類一式が届きます。
⑤　県社協で審査を行います。
⑥　審査の結果、貸付が決定した場合には、市町村社協に決定通知　
　　と借用書が届きます。
⑦　市町村社協にて借用書の作成を行います。
⑧　借受人の口座へ送金します。
⑨　卒業年次まで借入しているときは、毎年1回、送金します。
⑩　卒業後、6か月後に返済が始まります。

④～⑧までに、概ね1か月ほど
期間を要します。
*進学後、在学証明書を提出してい
 ただきます。

【ご利用にあたって】
○貸付の対象となる世帯は、沖縄県内にお住いの低所得世帯です。お住まいの市町村や世帯の状況（人数
　など）によって所得額の条件が異なりますので、地元の市町村社会福祉協議会へお問い合わせください。
○母子寡婦福祉資金の修学資金や日本学生支援機構奨学金、沖縄振興開発金融公庫の教育資金など、他
　の貸付制度が優先されます。
○資金を利用する方（学校に通う方）が借受人になり、世帯の生計中心者が連帯借受人になっていただきま
　す。
○この制度は世帯の生活の自立と安定を図ることを目的としていることから、相談・申し込みから償還が終
　了するまで、お住まいの地域を担当する民生委員が相談や支援にあたります。
○貸付には審査を行います。審査結果によっては、資金の貸付ができない場合があります。
◎詳しくは、地元の市町村社会福祉協議会へご相談ください。

資金の種類

貸付限度額

償 還 期 限

貸 付 利 子

教育支援費 就学支度費
対象となる学校へ就学するために必要な経費
（授業料・テキスト代など）

据置期間経過後20年以内

無利子　*ただし、償還期限内に償還できない場合は、10.75%の延滞利子が加算されます。

高等学校　　　　月額35,000円以内
高等専門学校　　月額60,000円以内
短期大学　　　　月額60,000円以内
（専修学校専門課程を含む）
大学　　　　　　月額65,000円以内

対象となる学校へ入学するために必要な経費
（入学金など）

500,000円以内

…………………………………………………………
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大
里
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
（
仲

程
清
和
会
長
）
で
は
、
介
護
予
防
部
を

設
置
し
、
地
域
に
暮
ら
す
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
ミ
ニ
デ
イ
）
を
実
施
し
て
い
る
。

　
毎
週
水
曜
日
、
公
民
館
は
利
用
者
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場
と
な
る
。

運
営
に
あ
た
る
の
は
介
護
予
防
部
（
後

浜
絹
江
部
長
）
に
所
属
す
る
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。
お
そ
ろ
い
の

オ
レ
ン
ジ
の
エ
プ
ロ
ン
か
ら
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
ミ
ニ
デ
イ
の
運
営
費
は
市
か
ら
の
助

成
金
と
自
治
会
予
算
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
。
公
民
館
で
の
ミ
ニ
デ
イ
は
県
内

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
自
治
会
が

自
主
運
営
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
。

　
介
護
予
防
部
で
は
4
つ
の
班
が
あ

り
、
週
替
わ
り
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
・
運
営
し
て
い
る
。
取
材
に
訪
れ
た

日
は
、
講
師
を
招
い
て
の
「
介
護
予
防

民
踊
教
室
」
が
あ
り
、
民
謡
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
た
レ
ク
ダ
ン
ス
で
身
体
を
動
か
し

た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
企
画
が
行
え
る

背
景
に
は
、
福
祉
レ
ク
の
勉
強
会
等
を
毎

週
実
施
す
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
識

や
関
心
の
高
さ
が
あ
る
。

シリーズ
活動最前線

　
大
里
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は
70
年
代
に

入
居
が
開
始
さ
れ
た
か
つ
て
の
新
興
住

宅
地
で
、
近
年
で
は
住
民
の
高
齢
化
が

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
介
護
予
防
部
の
活
動
は
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、
老
人
会

や
子
ど
も
会
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
地

域
活
性
化
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
住
民
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
昨
年
、
県
主
催
の
「
第

1
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
地
域
大
賞
」

で
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ミ
ニ
デ
イ
利
用

者
の
島
袋
金
一
さ
ん
（
80
歳
）
は
「
ミ
ニ

デ
イ
の
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
」
と
答

え
、
他
の
利
用
者
も
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
感
謝
を
口
に
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

後
浜
さ
ん
は
「
新
し
い
利
用
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
呼
び
込
み
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

地
域
を
つ
な
ぐ 

憩
い
の
場

地
域
を
つ
な
ぐ 

憩
い
の
場

▲リズムに合わせて楽しく体を動かす
　利用者とボランティアの皆さん

「
大
里
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会

　
　
　
介
護
予
防
部
（
南
城
市
）
」

「
大
里
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会

　
　
　
介
護
予
防
部
（
南
城
市
）
」
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県
社
協
で
は
、
11
月
25
日
、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
応
援
担
当
職
員
研
修
会
」

を
開
催
し
た
。

　
昨
年
6
月
に
締
結
し
た
「
県

内
社
協
災
害
時
相
互
応
援
協

定
」
で
は
、
被
災
地
社
協
へ
の

迅
速
な
支
援
活
動
と
そ
の
体
制

整
備
を
進
め
る
た
め
、
第
12
条

に
お
い
て
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
か
ら
運
営
ま
で
を
支
援
す
る

応
援
担
当
職
員
の
配
置
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　
研
修
に
は
県
社
協
と
市
町
村

社
協
に
配
置
さ
れ
た
応
援
担
当

職
員
ら
49
名
が
参
加
し
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
意

　
12
月
10
日
、
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、
沖
縄
県
生
命
保

険
協
会
よ
る
福
祉
巡
回
車
等
の

寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
福
祉
巡
回

車
、
福
祉
物
品
（
A
E
D
）
及
び

障
害
者
支
援
団
体
へ
の
足
踏
み

型
シ
ー
ラ
ー
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
福
祉
巡
回
車
の
寄
贈
を
受
け

た
座
間
味
村
社
協
で
は
、
無
料

移
送
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事

業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
回

贈
ら
れ
た
車
両
を
活
用
し
て
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
A
E
D
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
寄
贈
を
受
け

義
と
役
割
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
を
身
に
付
け
る
と
と
も

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
者
と
し
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

　

今

回

は

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・

オ
フ
ィ
ス
F
E
E
L 

D
o

（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
協
力
に
よ

り
研
修
が
進
め
ら
れ
、
初
め

に
同
代
表
の
桑
原
英
文
氏
よ
り

「
災
害
時
の
社
協
の
果
た
す

役
割
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
と
題
し
て
講
義
が

あ
っ
た
。
講
義
で
は
、
災
害

時
の
支
援
活
動
の
基
本
は
、

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
「
く
ら

し
全
体
」
を
考
え
た
生
活
再
建

を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
、
日

頃
か
ら
住
民
の
生
活
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
社
協
に

は
、
災
害
時
も
同
じ
役
割
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
演
習
で
は
「
災
害
救

援
活
動
を
行
う
か
ど
う
か
の
判

断
に
必
要
な
被
害
状
況
・
ニ
ー

ズ
を
ど
う
キ
ャ
ッ
チ
す
る
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

F
E
E
L 

D
o
の
篠
原
辰
二
氏

県
内
社
協
災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き

災
害
ボ
ラ
セ
ン
応
援
担
当
職
員
の
資
質
向
上
図
る

県
内
社
協
災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き

災
害
ボ
ラ
セ
ン
応
援
担
当
職
員
の
資
質
向
上
図
る

と
菅
原
清
香
氏
の
進
行
に
よ
り

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
発
災
後
、
住
民
の
被
害
状
況

を
「
誰
か
ら
」
、「
ど
の
よ
う
な

方
法
で
」
集
め
る
の
か
、
集
ま
っ

た
情
報
を
「
組
織
内
で
ど
の
よ

う
に
し
て
共
有
す
る
の
か
」
な

ど
に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ
で
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
研
修
参
加
者
か
ら
は
「
災
害

を
想
定
し
て
、
平
時
か
ら
取
り

決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
」
、「
災
害
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
応
援
担
当
職
員
だ
け

で
な
く
、
管
理
職
や
連
絡
窓
口

担
当
者
も
共
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
他
、
応
援
協
定
を
形
骸

化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
定
期

的
に
協
定
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
や
「
職
員
へ
の
研
修
の
場

が
必
要
だ
」
と
い
う
意
見
も
多

数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
県
社
協

で
は
研
修
会
の
定
期
的
な
開
催

と
市
町
村
社
協
事
務
局
長
会
議

な
ど
を
通
じ
て
議
論
を
深
め
て

い
く
方
針
と
し
て
い
る
。

▲研修会開会の様子

▲演習では活発な議論が交わされた。

▲寄贈を受けた社協・団体の関係者と
　県生命保険協会の村上嘉紀会長
 （右から3人目）

「
県
内
社
協
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

に
基
づ
く
応
援
担
当
職
員
は
、
現
在
41

市
町
村
社
協
に
61
名
、
県
社
協
に
12
名

が
配
置
さ
れ
、
県
社
協
は
毎
年
4
月
に

応
援
担
当
職
員
名
簿
を
取
り
ま
と
め
、

市
町
村
社
協
及
び
地
区
社
連
へ
通
知
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

た
宮
古
島
市
社
協
と
北
谷
町
社

協
で
は
、
社
協
の
利
用
者
だ
け

で
は
な
く
近
隣
施
設
等
に

A
E
D
の
配
備
を
周
知
す
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
の
安
心
に
役

立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
鵠
生
の
叢
、
た
ん
ぽ
ぽ
福
祉

作
業
所
及
び
ア
ダ
ナ
ス
の
3
つ

の
障
害
者
支
援
団
体
へ
は
、
加

工
食
品
等
の
袋
詰
め
に
使
用
す

る
足
踏
み
型
シ
ー
ラ
ー
が
贈
ら

れ
た
。

　
同
協
会
に
よ
る
寄
贈
は
累
計

で
、
福
祉
巡
回
車
41
台
（
平
成

4
年
〜
）
、
A
E
D
7
台
、
障

害
者
支
援
団
体
へ
の
寄
贈
は
16

団
体
（
平
成
20
年
〜
）
と
な
っ
て

お
り
、
県
内
の
多
く
の
施
設
・

団
体
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
県
生
命
保
険
協
会

沖
縄
県
生
命
保
険
協
会

沖
縄
県
生
命
保
険
協
会

福
祉
巡
回
車
、
A
E
D
、
足
踏
み
型
シ
ー
ラ
ー 

贈
る

福
祉
巡
回
車
、
A
E
D
、
足
踏
み
型
シ
ー
ラ
ー 

贈
る

福
祉
巡
回
車
、
A
E
D
、
足
踏
み
型
シ
ー
ラ
ー 

贈
る
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▲グループ演習を行う参加者

　
県
社
協
で
は
、
10
月
23
日
、

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
高
齢
者
虐
待
対
応
担
当

実
務
研
修
会
（
初
任
者
）
」
を

開
催
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、

高
齢
者
虐
待
対
応
担
当
者
と
し

て
の
心
が
ま
え
と
ス
キ
ル
の
向

上
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
。

　
講
師
に
石
川
和
德
氏
（
石
川

和
德
社
会
福
祉
士
事
務
所
）
を

招
き
、
市
町
村
高
齢
者
虐
待
防

止
担
当
職
員
、
市
町
村
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
等
49
名

が
参
加
し
た
。

　
講
義
で
は
、
高
齢
者
虐
待
担

当
者
と
し
て
意
識
し
て
お
き
た

い
こ
と
や
、
対
応
の
全
体
像
を

把
握
す
る
方
法
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
石
川
氏
は
、「
支
援
方
法
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
も
多

い
。
自
身
の
中
で
、
虐
待
防
止

の
基
本
理
念
な
ど
考
え
の

『
軸
』
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」

と
強
調
し
た
う
え
で
、「
対
応
フ

ロ
ー
図
等
を
活
用
し
な
が
ら
判

断
に
迷
い
を
無
く
し
て
い
く
一

方
で
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
」
と
助
言
し
た
。

　
後
半
の
グ
ル
ー
プ
演
習
で

は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
初
期

対
応
を
行
う
イ
メ
ー
ジ
を
つ
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
高
齢
者
虐

待
対
応
帳
票
」
の
活
用
方
法
を

学
ん
だ
。
参
加
者
は
、
提
示
さ

れ
た
事
例
か
ら
得
ら
れ
た
情
報

を
も
と
に
、
そ
の
対
応
方
法
や

解
決
策
に
向
け
て
多
く
の
意
見

を
挙
げ
て
い
た
。

　
演
習
の
中
で
石
川
氏
は
、

「
帳
票
を
活
用
す
る
こ
と
で
課

題
・
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
支
援
者
の
情
報
も
把

握
し
や
す
く
な
る
。
そ
し
て
、

支
援
計
画
が
立
て
や
す
く
な

り
、
具
体
的
な
支
援
の
方
向
性

が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
さ
ら

に
、「
通
報
を
受
け
て
か
ら
の

限
ら
れ
た
情
報
と
時
間
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
目
標
・
課
題
を

明
確
に
し
、
行
動
で
き
る
の

か
。
初
期
段
階
の
支
援
が
重
要

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
コ
ア
メ

ン
バ
ー
会
議
の
よ
う
で
、
他
の

機
関
か
ら
の
視
点
も
あ
り
、
気

付
き
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
、

「
高
齢
者
虐
待
ケ
ー
ス
の
計
画

の
立
て
方
、
対
応
方
法
が
詳
し

く
分
か
っ
た
。
今
、
対
応
し
て

い
る
虐
待
ケ
ー
ス
を
も
う
一
度

見
直
そ
う
と
思
っ
た
」
等
の

今
後
の
高
齢
者
虐
待
対
応
に
生

か
す
前
向
き
な
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

▲講師の石川和德氏

虐
待
対
応
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
担
当
者
の
心
が
ま
え

虐
待
対
応
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
担
当
者
の
心
が
ま
え

虐
待
対
応
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
担
当
者
の
心
が
ま
え

〜
高
齢
者
虐
待
対
応
担
当
実
務
研
修
会
（
初
任
者
）〜

　
11
月
14
日
、
15
日

の
両
日
、
那
覇
市
に

お
い
て
、「
平
成
25
年

度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
地

域
包
括
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
協
議

会
セ
ミ
ナ
ー
」（
主

催
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

地
域
包
括
・
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
協

議
会
、
県
社
協
等
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

地
域
ケ
ア
会
議
の
開

催
を
通
し
て
、
多
職
種
連
携
に

よ
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
九
州
各

県
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
等
約
2
7
0
名
が
参

加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
1
日
目
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
地
域
ケ

ア
会
議
に
関
す
る
行
政
説
明

（
厚
労
省
老
健
局
・
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
官
　
岡
島
さ
お
り

氏
）、
基
調
報
告
（
全
国
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

協
議
会
・
会
長
　
青
木
佳
之

氏
）、
講
演
（
立
川
市
南
部
西
ふ

じ
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
　
山
本
繁

樹
氏
）
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
2
日
目

は
、「
地
域
ケ
ア
会
議
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
題
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
山
本

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

熊
本
県
（
熊
本
市
西
2
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
室
長
　
徳

永
航
太
氏
）、
鹿
児
島
県
（
鹿
屋

市
南
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
士
　
鍇
田

純
子
氏
）
、
長
崎
県
（
島
原
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
主

任
介
護
支
援
専
門
員
　
辻
敏
子

氏
）
よ
り
実
践
報
告
及
び
課
題

提
起
が
な
さ
れ
、
今
後
の
方
向

性
が
確
認
さ
れ
た
。

　
2
日
間
を
通
し
、
地
域
ケ
ア

会
議
は
、「
高
齢
者
個
人
に
対

す
る
支
援
の
充
実
と
、
そ
れ
を

支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
と
を

同
時
に
進
め
て
い
く
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向

け
た
ツ
ー
ル
」
で
あ
り
、
会
議

自
体
を
目
的
化
し
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
多
様

な
開
催
方
法
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

▲行政説明を行う岡島さおり氏

の
両
日
、
那
覇
市
に

お
い
て

度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
地

域
包
括
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
協
議

会
セ
ミ
ナ
ー

催地
域
包

護
支
援
セ
ン
タ
ー
協

議
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

地
域
ケ
ア
会
議
の
開

～九州ブロック地域包括・在宅介護
　支援センター協議会セミナーINおきなわ～
～九州ブロック地域包括・在宅介護
　支援センター協議会セミナーINおきなわ～

催
を
通
し
て
、
多
職
種
連
携
に

～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護～九州ブロック地域包括・在宅介護
「地域ケア会議」「地域ケア会議」「地域ケア会議」を考えるを考える
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沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会
（
予
対
協
）
の

代
表
団
10
名
は
、
9
月
10
日
、

県
庁
に
川
上
好
久
副
知
事
を
訪

ね
、「
平
成
26
年
度
県
福
祉
施

策
・
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
た
。

　
予
対
協
は
県
内
4
9
3
の
民

間
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
で
構

成
さ
れ
る
組
織
で
、
県
社
協
に

事
務
局
を
置
い
て
い
る
。
種
別

ご
と
に
8
つ
の
部
会
で
構
成
さ

れ
、
社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と

予
算
確
保
に
向
け
た
運
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
手
交
式
の
冒
頭
、
予
対
協
の

新
垣
雄
久
会
長
は
「
今
日
的
な

福
祉
課
題
へ
の
対
応
に
は
、
福

祉
計
画
を
基
盤
に
、
県
民
参
加

　
こ
の
度
、
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
国

際
セ
ン
タ
ー
入
口
前
の

県
道
2
4
1
号
線
を
連

結
す
る
、「
石
嶺
福
祉

セ
ン
タ
ー
線
」
が
開
通

し
た
。
12
月
3
日
に

は
、
関
係
者
や
地
域
住

の
促
進
と
福
祉
従
事
者
の
確
保

と
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
不

可
欠
。
全
て
の
案
件
に
つ
い
て

要
望
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
最

大
限
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
県
知
事

の
代
理
で
対
応
し
た
川
上
副
知

事
へ
全
25
項
目
の
要
望
書
を
提

出
し
た
。

　
今
回
、
新
た
に
施
策
関
連
5

件
、
予
算
関
連
3
件
の
計
8
件

が
新
規
項
目
と
し
て
要
望
に
盛

り
込
ま
れ
た
（
左
欄
参
照
）。

　
こ
の
う
ち
、
全
部
会
共
通
と

し
て
要
望
し
た
「
沖
縄
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
確
保

に
つ
い
て
」
は
、
セ
ン
タ
ー
の

適
切
な
管
理
運
営
を
図
る
た

め
、
県
管
財
課
が
管
理
す
る
用

地
を
セ
ン
タ
ー
専
用
駐
車
場
と

し
て
指
定
管
理
者
（
県
社
協
）

へ
管
理
移
管
す
る
よ
う
求
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
代
表
団
か
ら
要
望
事
項
の
説

明
を
受
け
た
川
上
副
知
事
は
、

「
県
で
は
『
強
い
経
済
。
や
さ

し
い
社
会
』
を
振
興
計
画
の
目

標
に
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の

実
現
に
向
け
、
今
回
い
た
だ
い

た
要
望
に
つ
い
て
は
貴
重
な
意

見
と
し
て
一
つ
一
つ
点
検
し
、

関
係
部
局
と
も
協
議
し
な
が
ら

適
切
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
予
対
協
で
は
10
月
に
県
内
の

全
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会

に
対
し
て
も
要
望
書
を
提
出

し
、
市
町
村
に
お
け
る
福
祉
施

策
の
充
実
及
び
予
算
確
保
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
る
。

▲川上好久副知事へ要望書を手渡す新垣雄久
　予対協会長

▲総合福祉センターに隣接する県有地

県福祉施策及び予算に対する要望事項
（新規案件のみ）

1　沖縄県総合福祉センターの駐車場確保について
　　（全部会共通）
2　就労移行支援事業の利用期間の延長について
　　（心身障害部会）
3　療養介護事業所における病院等への外泊時費用
　　補完制度創設について（身体障害部会）
4　児童養護施設等支援事業に代わる施策の創設に
　　ついて（児童養護部会）
5　里親専門相談員の全施設への配置について（同）
6　島外・県外への進学及び就職、アフターケアに
　　係る交通費の支給について（保育部会）
7　待機児童対策における保育所の分園の推進と予
　　算の確保について（同）
8　一括交付金を活用した保育士補助職員の配置に
　　ついて（同）

民
等
が
出
席
し
て
の
開
通
式
が

催
さ
れ
、
念
願
の
道
路
開
通
を

祝
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
浦
添
、
西
原
方

面
か
ら
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
車
で
乗
り
入
れ
る
際
は
、
道

幅
の
狭
い
住
宅
地
の
道
路
を
通

ら
ね
ば
な
ら
ず
、
交
通
量
の
増

加
に
伴
い
、
周
辺
地
域
の
交
通

渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。

新
た
な
道
路
は
十
分
な
幅
の
歩

道
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

県
道
2
4
1
号
線
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
向
上
し
、
周
辺
の
交
通

混
雑
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
周
辺
地
域
に
は
福

祉
施
設
や
学
校
等
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
、
交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底
、

安
全
へ
の
さ
ら
な
る
配
慮
が
求

め
ら
れ
る
。

▲開通した石嶺福祉センター線
　(国際センター入口方面から撮影)

浦
添
・
西
原
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

浦
添
・
西
原
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

浦
添
・
西
原
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

開通
石嶺福祉センター線石嶺福祉センター線石嶺福祉センター線

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会
25
項
目
の

要
望
書
を
県
知
事
へ
提
出

県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会
25
項
目
の

要
望
書
を
県
知
事
へ
提
出
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10
月
17
日
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第
56

回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会
」

（
主
催

：

県
、
県
社
協
、
県
共

募
）
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
福

祉
関
係
者
約
1
3
0
0
人
が
参

加
し
た
。

　
大
会
式
典
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
県
内
の
社
会
福
祉
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
県
知
事
表
彰
で
は

43
人
・
9
団
体
へ
、
大
会
長
表

彰
で
は
2
1
5
人
、
34
団
体
に

対
し
、
表
彰
状
・
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
と
し
て
、
東
日
本
大▲表彰の様子

震
災
の
被
災
者
支
援
に
貢
献
し

た
「
沖
縄
萩
の
会
（
在
沖
宮
城

県
人
会
）」（
戸
袋
勝
行
代
表
）

へ
県
知
事
よ
り
感
謝
状
を
伝
達

し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
県
知
事

顕
彰
（
民
生
委
員
功
労
）
を
受

賞
し
た
伊
江
村
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
会
長
の
内
間
初
枝

氏
が
、「
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。
そ
の
後
、
県
議
会
の
浦

崎
唯
昭
副
議
長
よ
り
祝
辞
が

あ
っ
た
ほ
か
、
県
民
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
大
会
宣
言
が
満
場
一
致

で
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

第
56
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会

2
5
8
人
、
43
団
体
に

表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与

　
後
半
の
記
念
講
演
で
は
社
会

福
祉
法
人
夢
の
み
ず
う
み
村
理

事
長
の
藤
原
茂
氏
が
「
い
・

き
・
る
支
援
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。

　
講
演
の
冒
頭
で
藤
原
氏
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ

る
岩
手
県
大
槌
町
に
建
設
し
た

支
援
施
設
「
子
ど
も
夢
ハ
ウ
ス

お
お
つ
ち
」
に
つ
い
て
触
れ
、

苦
境
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
も
必

死
で
暮
ら
し
て
い
る
被
災
地
の

現
状
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
ケ
ア

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
ま
た
、
自
ら
実
践
し
て
き
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例

を
元
に
、
機
能
回
復
の
み
に
こ

だ
わ
る
「
リ
ハ
ビ
リ
漬
け
」
か

ら
脱
却
し
、
利
用
者
の
心
を
動

か
す
こ
と
で
身
体
を
動
か
し
て

も
ら
お
う
と
呼
び
か
け
た
。
そ

の
う
え
で
、
介
護
職
員
に
は
過

度
な
ケ
ア
で
利
用
者
の
主
体
性

や
自
主
性
を
奪
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

と
強
調
し
た
。

▲伊江村民児協 内間初枝氏による受賞者代表
　あいさつ

▲記念講演を行う藤原茂氏

　私たちの住む地域では、少子高齢化

の進行や単身世帯の増加といった社会

経済環境の変化を背景に、高齢者、障

害者等への権利侵害や社会的孤立が広

がりをみせるなど、既存の制度やサー

ビスだけでは解決が困難な福祉課題が

顕在化しています。

　とりわけ、全国的に経済的困窮者の

増加が顕著となっており、政府では生

活保護制度の改正と併せて、自立支援

策の強化を図る包括的な相談支援体制

を柱とする新たな生活困窮者支援に取

り組むこととしています。

　また、沖縄県においては、「沖縄21

世紀ビジョン基本計画」に掲げる「心

豊かで、安全・安心に暮らせる島」の

実現に向け、介護や子育て支援、地域

における自立生活支援等の諸施策を総

合的に推進しています。

　こうした中、私たち社会福祉関係者

には、相互連携を基調とし、既存の枠

にとどまらない新たなサービスの創出

に努めるとともに、住民やNPO等との

協働を図りながら、地域における福祉

課題を受け止め、解決していく姿勢が

求められています。

　本日、「つながる心で広げる福祉、

みんなで高める地域の力」のスローガ

ンのもと、県内の社会福祉関係者が一

堂に会し、誰もが住み慣れた地域で自

立した生活を送れるよう、一丸となっ

て取り組む決意を新たにしました。

　私たちは総力を結集し、県民一人ひ

とりが支え合う豊かな福祉社会の実現

に向け行動することを誓い、ここに宣

言します。

　平成25年10月17日

第56回沖縄県社会福祉大会

大　会　宣　言 〜
つ
な
が
る
心
で
広
げ
る
福
祉
、

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
高
め
る
地
域
の
力
〜

〜
つ
な
が
る
心
で
広
げ
る
福
祉
、

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
高
め
る
地
域
の
力
〜

〈
心
が
動
け
ば
、身
体
は
動
く
〉

藤
原 

茂 

氏

記
念
講
演

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会
25
項
目
の

要
望
書
を
県
知
事
へ
提
出

県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会
25
項
目
の

要
望
書
を
県
知
事
へ
提
出
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平
成
26
年
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第
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沖
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県
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り
ゆ
し
長
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大
学
校
学
生
募
集

▲選手団結団式（10/25、那覇空港）

▲かりゆし長寿大学校 講義風景

▲選手宣誓で健闘を誓う

▲レクリエーションで交流を図る参加者

▲ボランティア活動について説明する
　大城ゆかり氏

▲弓道で優秀賞に輝いた
　沖縄県チームの皆さん

▲会長に優勝報告をする選手の皆さん
　（11/26、県社協役員室にて）

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
が
10

月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て

高
知
県
高
知
市
を
中
心
に
開

催
さ
れ
18
市
町
で
24
種
目
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会

や
美
術
展
等
が
行
わ
れ
た
。

大

会

に

は

全

国

か

ら

約

8
0
0
0
人
の
選
手
・
役
員

等
が
集
ま
り
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、
延
べ
40

万
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
沖
縄
県
か
ら
は
15
種
目
86

人
の
選
手
団
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、
美
術
展
に
は
日
本

画
・
洋
画
等
6
部
門
に
、
昨

年
度
の
第
4
回
沖
縄
か
り
ゆ

し
美
術
展
の
受
賞
作
品
の
中

か
ら
12
点
を
出
品
し
た
。

　
高
知
県
立
春
野
総
合
運
動

公
園
で
、
26
日
に
行
わ
れ
た

総
合
開
会
式
の
入
場
行
進
は

南
か
ら
順
に
行
い
、
沖
縄
県

選
手
団
は
先
頭
を
切
っ
て
入

場
行
進
を
行
い
、
弓
道
競
技

選
手
の
吉
長
幸
弘
さ
ん
が
旗

手
を
務
め
た
。
選
手
は
紫
の

デ
ン
フ
ァ
レ
の
花
束
（
J
A

お
き
な
わ
花
卉
部
か
ら
の
寄

贈
）
を
掲
げ
、
南
国
沖
縄
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
た
3
日
間
、

選
手
達
は
高
知
県
内
各
地
に

移
動
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お

り
。

　
浦
添
グ
リ
ー
ン
ズ
は
予
選

を
3
勝
0
敗
、
2
日
目
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
抜

き
、
見
事
全
国
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　
参
加
1
6
4
チ
ー
ム
、
予

選
を
含
む
9
試
合
と
い
う
大

変
過
酷
な
日
程
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
頃
の
鍛
錬

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た

内
容
で
あ
っ
た
。

　
沖
縄
県
チ
ー
ム
は
、
予
選

を
40
射
中
20
射
の
成
績
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

2
回
戦
で
今
大
会
優
勝
の
石

川
県
に
惜
し
く
も
1
射
の
差

で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
8

強
に
入
り
優
秀
賞
を
獲
得
し

た
。

▲

寄
贈
の
デ
ン
フ
ァ
レ
を
手
に
先
頭
で
行
進

　
す
る
沖
縄
県
選
手
団 

（
総
合
開
会
式
）

▲ゲートボールで、見事全国優勝を
　果たした浦添グリーンズの皆さん

【
交
流
大
会（
27
〜
29
日
）】

〈
募
集
内
容
〉

●
修
学
年
数

1
学
年
制
（
平
成
26
年
4
月
か

ら
平
成
27
年
3
月
ま
で
）

（
※
各
学
科
の
募
集
人
員
64
名

中
、
10
名
は
市
町
村
社
協
か
ら

の
地
域
推
薦
枠
と
す
る
。）

原
則
と
し
て
週
1
回
（
火
曜
日

ま
た
は
木
曜
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時（
4
時
間
）

●
応
募
資
格

　
①
県
内
に
居
住
し
、
平
成
26

年
4
月
1
日
以
前
に
満
60
歳

に
達
し
て
い
る
者

　
②
健
康
で
地
域
活
動
を
行

う
意
欲
が
あ
り
、
全
期
間
通
じ

て
受
講
で
き
る
者

　
③
本
校
卒
業
生
は
除
く

●
受
講
料

年
間

：

1
万
5
0
0
0
円

　
※
事
務
手
続
き
等
に
係
る

諸
経
費
、
学
習
に
係
る
教
材
費
、

そ
の
他
課
外
活
動
等
に
係
る

諸
経
費
に
つ
い
て
は
、
別
途
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。（
25
年

度
ク
ラ
ブ
活
動
費
負
担
額
1

万
7
0
0
0
円
〜
3
万
円
）

●
募
集
期
間

2
月
3
日（
月
）〜

　
　
2
月
25
日（
火
）ま
で

●
問
合
せ

県
社
協
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8（
8
8
7
）1
3
4
4

学　科

合　計 96名

32名

32名

32名

96名

32名

32名

32名

192名

64名

64名

64名

合　計

地域文化学科

募集人員

火曜日コース 木曜日コース

健康福祉学科

生活環境学科

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
21
日
、

糸
満
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域

活
動
交
流
会
を
糸
満
市
社
協

と
共
催
で
開
催
し
た
。当
日
は

18
人
の
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
。

　
初
め
に
、
糸
満
市
社
協
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
大
城
ゆ
か
り
氏
よ
り
「
糸

満
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

事
例
に
つ
い
て
」の
話
が
あ
り
、

糸
満
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
し
て
い
る
人
の
年
齢
層
は

下
は
小
学
生
か
ら
上
は
90
歳

と
幅
の
広
い
年
齢
層
の
方
々

が
協
力
し
て
地
域
を
支
え
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
次
に
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
オ
ジ

サ
ン
ク
ラ
ブ
」
か
ら
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。参
加
者
に
と
っ
て
は
活
動

体
験
を
生
で
聴
け
る
の
は
と

て
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
最
後
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
卒
業

生
同
士
の
交
流
を
図
っ
た
。

　
県
社
協
で
は
、
今
後
も
各
市

町
村
社
協
と
協
力
し
、
卒
業
生

と
地
域
と
の
連
携
を
進
め
て

い
く
。

　県社協・いきいき長寿センターでは、

11月9日、県総合運動公園（レクリエー

ションドーム）において、「第22回沖縄

県かりゆし長寿大学校大運動会」を開

催した。第23期生186名は、「青春」を

身体いっぱいに表現し、ドームは笑い

と声援であふれかえった。

　火曜コース生活環境学科の垣花富夫

さんは、「大運動会は、皆の出番があっ

た点と、各学科の創意工夫した応援団

等が後押しし、一層盛り上がった。50

～60年振りの青春と感性で健康長寿

への希望が見えてきた大運動会でし

た」との感想を話した。

沖
縄
県
か
ら
86
人
の
選
手
団
を
派
遣

G
B
の
浦
添
グ
リ
ー
ン
ズ
、見
事 

全
国
優
勝

【
総
合
開
会
式（
26
日
）】

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
◆

◆
弓
道
交
流
大
会
◆

◆
優
勝
報
告
◆

浦
添
グ
リ
ー
ン
ズ

　
後
日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

選
手
の
皆
さ
ん
は
県
社
協
の

新
垣
会
長
を
訪
れ
、
優
勝
報

告
を
行
っ
た
。

　
選
手
談
話
「
台
風
の
影
響

が
心
配
だ
っ
た
が
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
。
出
発
前
か
ら

『
優
勝
』
を
目
標
に
し
て
き

て
い
た
の
で
達
成
で
き
て
嬉

し
く
思
う
。
試
合
毎
に
チ
ー

ム
の
結
束
力
が
高
ま
っ
た
こ

と
が
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
開
催
地
で
あ
る
土
佐
清

水
市
の
歓
迎
は
素
晴
ら
し
く
、

大
変
元
気
づ
け
ら
れ
た
。
今

後
も
多
く
の
選
手
と
か
か
わ

り
な
が
ら
、
精
進
し
て
い
き

た
い
」

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
交
流
会
　  

（
糸
満
市
）
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容
で
あ
っ
た
。

　
沖
縄
県
チ
ー
ム
は
、
予
選

を
40
射
中
20
射
の
成
績
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

2
回
戦
で
今
大
会
優
勝
の
石

川
県
に
惜
し
く
も
1
射
の
差

で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
8

強
に
入
り
優
秀
賞
を
獲
得
し

た
。

▲

寄
贈
の
デ
ン
フ
ァ
レ
を
手
に
先
頭
で
行
進

　
す
る
沖
縄
県
選
手
団 

（
総
合
開
会
式
）

▲ゲートボールで、見事全国優勝を
　果たした浦添グリーンズの皆さん

【
交
流
大
会（
27
〜
29
日
）】

〈
募
集
内
容
〉

●
修
学
年
数

1
学
年
制
（
平
成
26
年
4
月
か

ら
平
成
27
年
3
月
ま
で
）

（
※
各
学
科
の
募
集
人
員
64
名

中
、
10
名
は
市
町
村
社
協
か
ら

の
地
域
推
薦
枠
と
す
る
。）

原
則
と
し
て
週
1
回
（
火
曜
日

ま
た
は
木
曜
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時（
4
時
間
）

●
応
募
資
格

　
①
県
内
に
居
住
し
、
平
成
26

年
4
月
1
日
以
前
に
満
60
歳

に
達
し
て
い
る
者

　
②
健
康
で
地
域
活
動
を
行

う
意
欲
が
あ
り
、
全
期
間
通
じ

て
受
講
で
き
る
者

　
③
本
校
卒
業
生
は
除
く

●
受
講
料

年
間

：
1
万
5
0
0
0
円

　
※
事
務
手
続
き
等
に
係
る

諸
経
費
、
学
習
に
係
る
教
材
費
、

そ
の
他
課
外
活
動
等
に
係
る

諸
経
費
に
つ
い
て
は
、
別
途
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。（
25
年

度
ク
ラ
ブ
活
動
費
負
担
額
1

万
7
0
0
0
円
〜
3
万
円
）

●
募
集
期
間

2
月
3
日（
月
）〜

　
　
2
月
25
日（
火
）ま
で

●
問
合
せ

県
社
協
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8（
8
8
7
）1
3
4
4

学　科

合　計 96名

32名

32名

32名

96名

32名

32名

32名

192名

64名

64名

64名

合　計

地域文化学科

募集人員

火曜日コース 木曜日コース

健康福祉学科

生活環境学科

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
21
日
、

糸
満
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域

活
動
交
流
会
を
糸
満
市
社
協

と
共
催
で
開
催
し
た
。当
日
は

18
人
の
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
。

　
初
め
に
、
糸
満
市
社
協
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
大
城
ゆ
か
り
氏
よ
り
「
糸

満
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

事
例
に
つ
い
て
」の
話
が
あ
り
、

糸
満
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
し
て
い
る
人
の
年
齢
層
は

下
は
小
学
生
か
ら
上
は
90
歳

と
幅
の
広
い
年
齢
層
の
方
々

が
協
力
し
て
地
域
を
支
え
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
次
に
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
オ
ジ

サ
ン
ク
ラ
ブ
」
か
ら
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。参
加
者
に
と
っ
て
は
活
動

体
験
を
生
で
聴
け
る
の
は
と

て
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
最
後
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
卒
業

生
同
士
の
交
流
を
図
っ
た
。

　
県
社
協
で
は
、
今
後
も
各
市

町
村
社
協
と
協
力
し
、
卒
業
生

と
地
域
と
の
連
携
を
進
め
て

い
く
。

　県社協・いきいき長寿センターでは、

11月9日、県総合運動公園（レクリエー

ションドーム）において、「第22回沖縄

県かりゆし長寿大学校大運動会」を開

催した。第23期生186名は、「青春」を

身体いっぱいに表現し、ドームは笑い

と声援であふれかえった。

　火曜コース生活環境学科の垣花富夫

さんは、「大運動会は、皆の出番があっ

た点と、各学科の創意工夫した応援団

等が後押しし、一層盛り上がった。50

～60年振りの青春と感性で健康長寿

への希望が見えてきた大運動会でし

た」との感想を話した。

沖
縄
県
か
ら
86
人
の
選
手
団
を
派
遣

BG
の
浦
添
グ
リ
ー
ン
ズ
、見
事 

全
国
優
勝

【
総
合
開
会
式（
26
日
）】

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
◆

◆
弓
道
交
流
大
会
◆

◆
優
勝
報
告
◆

浦
添
グ
リ
ー
ン
ズ

　
後
日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

選
手
の
皆
さ
ん
は
県
社
協
の

新
垣
会
長
を
訪
れ
、
優
勝
報

告
を
行
っ
た
。

　
選
手
談
話
「
台
風
の
影
響

が
心
配
だ
っ
た
が
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
。
出
発
前
か
ら

『
優
勝
』
を
目
標
に
し
て
き

て
い
た
の
で
達
成
で
き
て
嬉

し
く
思
う
。
試
合
毎
に
チ
ー

ム
の
結
束
力
が
高
ま
っ
た
こ

と
が
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
開
催
地
で
あ
る
土
佐
清

水
市
の
歓
迎
は
素
晴
ら
し
く
、

大
変
元
気
づ
け
ら
れ
た
。
今

後
も
多
く
の
選
手
と
か
か
わ

り
な
が
ら
、
精
進
し
て
い
き

た
い
」

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
交
流
会
　  

（
糸
満
市
）



介
護
に
関
す
る
相
談
、

福
祉
用
具
の
展
示
紹
介
は
、

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
4

　10月13日に「第16回介護

支援専門員実務研修受講試

験」が全国一斉に実施され

た。沖縄県内では、2,234名

が受験、合格者は233名で

合格率は約10.4％であった。

　合格者は2月7～9日及び3

月14～16日に実施する実務

研修を修了した後、名簿に登

録することで介護支援専門

員として活動することがで

きる。

▲福祉人材の確保・定着について説明する
　名城志奈氏

表１. 平成24年度の保育士採用状況

▲講師の干場功氏

▲熱心に耳を傾ける参加者

▲真剣に説明を聞く求職者

　
10
月
25
日
に
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
社
会

福
祉
施
設
等
福
祉
人
材
確
保

セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
社
会
福
祉
施

設
・
事
業
所
の
P
R
力
や
採

用
力
を
高
め
、
採
用
活
動
を
促

進
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
で
、

質
の
高
い
福
祉
人
材
を
安
定

的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
。県
内
の
社

会
福
祉
施
設
の
人
事
・
採
用

を
担
当
す
る
職
員
等
1
1
0

名
が
参
加
し
た
。
講
師
に
は
、

と
ま
と
社
労
士
オ
フ
ィ
ス
所

長
で
社
会
保
険
労
務
士
・
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
名

城
志
奈
氏
を
招
き
、「
自
法
人

の
魅
力
等
を
伝
え
る
採
用
活

動
〜
選
ば
れ
る
法
人
と
は
〜
」

と
題
し
て
講
義
を
行
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、求
人
の
際
、

ど
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か

け
て
採
用
し
て
い
く
か
、
具
体

的
な
採
用
活
動
や
人
材
の
育

成
・
定
着
の
あ
り
方
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

人
材
育
成
に
関
す
る
助
成
金

の
情
報
提
供
も
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
基
本
的

か
つ
本
質
的
な
こ
と
を
学
べ

て
、
す
ご
く
満
足
し
た
。こ
の

よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の

方
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
県
全

体
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

と
感
じ
た
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　県社協・福祉人材研修センターでは、福
祉の職場説明・面接会の一環として、求人
事業所を対象とした「社会福祉施設等福祉
人材確保セミナー」及び求職者を対象とし
た「就職応援セミナー」を開催した。

福祉人材の確保に期待!!福祉人材の確保に期待!!
福祉の職場説明・面接会（第1回）開催

「
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
」を
新
た
に
開
始

「
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
」を
新
た
に
開
始

若
年
認
知
症
家
族
の
思
い  

〜
地
域
サ
ポ
ー
ト
と
共
に
〜

若
年
認
知
症
家
族
の
思
い  

〜
地
域
サ
ポ
ー
ト
と
共
に
〜

社
会
福
祉
施
設
等
福
祉

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー

社
会
福
祉
施
設
等
福
祉

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
の
職
場
説
明
・

面
接
会

福
祉
の
職
場
説
明
・

面
接
会

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
県
社
協
で
は
、
11
月
23
日
に

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
福

祉
の
職
場
説
明
・
面
接
会
」
を

開
催
し
た
。
こ
の
面
接
会
は
、

求
職
者
と
求
人
事
業
所
と
の

直
接
面
談
す
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
相
互
の
求
職
・

求
人
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

が
ね
ら
い
。今
年
度
第
1
回
目

と
な
る
面
接
会
は
、
児
童
分
野

特
化
型
（
保
育
士
限
定
）
と
し

て
開
催
し
、
法
人
37
ケ
所
及
び

求
職
者
31
名
（
一
般
16
名
・
学

生
15
名
）が
参
加
し
た
。

　
求
職
者
の
中
に
は
、
積
極
的

に
各
ブ
ー
ス
へ
足
を
運
び
、
就

職
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
、
そ
の
場
で
採
用

即
決
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

求
職
者
も
い
た
。各
種
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
求
職
等
相
談
、
福
祉

人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
求
職
相
談
・
登
録
、
職
場

体
験
の
申
込
受
付
を
行
っ
た
。

　
面
接
会
で
は
求
職
者
を
対

象
に
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、
と
ま
と
社
労
士
オ
フ
ィ

ス
所
長
（
社
会
保
険
労
務
士
・

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

の
名
城
志
奈
氏
か
ら
、「
面
接

会
の
歩
き
方
や
面
接
で
の
ア

ピ
ー
ル
方
法
等
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
面
接
会
で
の
目
標

を
声
に
出
し
、
明
確
に
し
た
う

え
で
臨
む
こ
と
や
、
求
人
資
料

等
に
な
い
情
報
を
得
る
必
要

性
や
方
法
等
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
今
年
度
の
説
明
・
面
接
会

は
3
回
開
催
を
予
定
（
2
回
目

は
12
月
に
開
催
済
み
）。

介護支援専門員実務研修
受講試験  233名が合格!

第
3
回

福
祉
・
介
護
・
保
育（
総
合
）

日
時：

2
月
1
日（
土
）

　
　
　
13
時
〜
17
時

　
　
　
　 

（
受
付
13
時
〜
）

会
場：

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
先
】

県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8（
8
8
2
）5
7
0
3

待
機
児
童
解
消
へ
向
け
て
! !

待
機
児
童
解
消
へ
向
け
て
! !

「
介
護
の
日
」
講
演
会

「
介
護
の
日
」
講
演
会

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
士
を
目

指
す
学
生
に
対
し
修
学
資
金

を
貸
付
け
、
修
学
を
容
易
に
す

る
こ
と
で
質
の
高
い
保
育
士

の
養
成
確
保
を
目
的
と
し
た

「
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業
」を
実
施
す
る
。

　
対
象
者
は
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト

教
短
期
大
学
、
沖
縄
女
子
短
期

大
学
、
沖
縄
福
祉
保
育
専
門
学

校
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門

学
校
（
以
下
「
養
成
施
設
」）
へ

通
う
学
生
（
平
成
25
年
度
入
学

者
）で
、
養
成
施
設
を
卒
業
後
、

県
内
で
5
年
間
保
育
職
に
従

事
す
る
こ
と
で
、
修
学
資
金
の

返
還
が
免
除
と
な
る
。

　
平
成
25
年
4
月
現
在
、
県
内

の
待
機
児
童
数
は
2
2
1
6

人
に
上
り
、
潜
在
的
待
機
児
童

を
含
め
る
と
9
0
0
0
人
程

度
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
は
、

受
け
皿
と
な
る
保
育
所
の
整

備
や
保
育
士
の
人
材
確
保
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
貸

付
事
業
は
、
県
内
の
待
機
児
童

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
環
で
、
県
で
実
施
し
て
い

る
総
合
的
な
保
育
士
・
保
育

所
支
援
事
業
の
一
つ
に
位
置

付
け
ら
れ
る
。

　
昨
年
度
、
県
社
協
に
お
け
る

保
育
所
の
保
育
士
求
人
件
数

は
2
4
5
件
で
、
募
集
人
数
は

8
9
8
人
と
な
っ
て
お
り
、
1

件
当
た
り
3
・
7
人
を
募
集

し
て
い
た
（
表
1
）。こ
れ
に
対

し
て
、
採
用
人
数
は
2
1
7
人

で
、
募
集
人
数
に
対
す
る
採
用

人
数
の
割
合
は
約
24
％
と
低

い
結
果
に
と
ど
ま
っ
た
。一
方
、

採
用
が
な
か
っ
た
求
人
件
数

は
1
4
7
件
と
半
数
以
上
を

占
め
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
人
材
の
確
保
が
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
今
後
、
県
社
協
で
は
こ
の
事

業
を
通
し
て
養
成
施
設
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
学
生
の
就

職
あ
っ
せ
ん
等
、
保
育
職
従
事

者
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

ま
で
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県
社
協 

介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
20
日
、

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、『
介
護
の
日
』講
演
会
を

開
催
し
た
。こ
れ
は
、
若
年
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
へ
の

地
域
支
援
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
、
福
祉
・
医
療
関
係
者
を
は

じ
め
福
祉
や
介
護
を
学
ぶ
学

生
な
ど
5
0
0
名
余
が
参
加

し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、
県
高
齢
者

福
祉
介
護
課
主
任
の
海
野
高
志

氏
が
「
沖
縄
県
に
お
け
る
認
知

症
支
援
」
と
題
し
た
行
政
説
明

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
海
野
氏

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
や
認
知
症
の
人
へ

の
対
応
の
心
得
等
に
つ
い
て
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。

　
講
演
会
で
は
、
講
師
に
、
東

京
・
北
海
道
を
中
心
に
地
域

で
活
動
を
展
開
す
る
干
場
功

氏
を
迎
え
、「
若
年
認
知
症
家

族
の
思
い
〜
地
域
サ
ポ
ー
ト

と
共
に
〜
」
と
題
し
、
長
年
に

わ
た
っ
て
妻
を
介
護
し
た
体

験
等
に
基
づ
く
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

　
若
年
認
知
症
家
族
会
・
彩

星
（
ほ
し
）
の
会
で
顧
問
を
務

め
る
干
場
氏
は
、「
若
年
認
知

症
は
、
ま
ず
家
庭
よ
り
職
場
で

分
か
る
場
合
が
多
く
、
診
断
が

つ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
多
い
。診
断
後
も
社
会

的
な
受
け
皿
が
少
な
く
、
高
齢

者
の
認
知
症
と
違
い
社
会
的

な
役
割
を
ど
う
担
っ
て
も
ら

う
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
。
介
護
生
活
で
の

不
安
に
対
し
て
は
、「
十
人
十

色
の
対
応
が
必
要
だ
」
と
強
調

し
た
。

　
そ
し
て
、「
家
族
や
本
人
に

と
っ
て
は
、
診
断
が
終
わ
り
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
が
新
た
な

暮
ら
し
の
始
ま
り
で
あ
る
」
と

訴
え
た
。

　
認
知
症
の
方
を
支
え
る
に

は
、
そ
の
人
が
暮
ら
す
地
域
や

周
囲
が
理
解
し
支
え
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
説
い
た
う

え
で
、「
ど
ん
な
に
い
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
出
来
上
が
っ
て

も
、
そ
れ
を
動
か
す
の
は
や
は

り
人
間
。人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
連
携
は
、
動
い
て
こ
そ
。

や
が
て
お
互
い
の
信
頼
と
な

り
、
成
長
し
大
き
な
力
と
な

る
。」と
呼
び
掛
け
た
。

県社協における全求人件数
（新規求人のみ）

保育士求人件数
　（採用 0人の求人件数）

募集に対する採用の割合
（②/①×100）

①募集人数

②採用人数

245件
(147件)

898人

217人

24.2%

1,409件

…………………………………………
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介
護
に
関
す
る
相
談
、

福
祉
用
具
の
展
示
紹
介
は
、

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
4

　10月13日に「第16回介護

支援専門員実務研修受講試

験」が全国一斉に実施され

た。沖縄県内では、2,234名

が受験、合格者は233名で

合格率は約10.4％であった。

　合格者は2月7～9日及び3

月14～16日に実施する実務

研修を修了した後、名簿に登

録することで介護支援専門

員として活動することがで

きる。

▲福祉人材の確保・定着について説明する
　名城志奈氏

表１. 平成24年度の保育士採用状況

▲講師の干場功氏

▲熱心に耳を傾ける参加者

▲真剣に説明を聞く求職者

　
10
月
25
日
に
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
社
会

福
祉
施
設
等
福
祉
人
材
確
保

セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
社
会
福
祉
施

設
・
事
業
所
の
P
R
力
や
採

用
力
を
高
め
、
採
用
活
動
を
促

進
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
で
、

質
の
高
い
福
祉
人
材
を
安
定

的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
。県
内
の
社

会
福
祉
施
設
の
人
事
・
採
用

を
担
当
す
る
職
員
等
1
1
0

名
が
参
加
し
た
。
講
師
に
は
、

と
ま
と
社
労
士
オ
フ
ィ
ス
所

長
で
社
会
保
険
労
務
士
・
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
名

城
志
奈
氏
を
招
き
、「
自
法
人

の
魅
力
等
を
伝
え
る
採
用
活

動
〜
選
ば
れ
る
法
人
と
は
〜
」

と
題
し
て
講
義
を
行
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、求
人
の
際
、

ど
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か

け
て
採
用
し
て
い
く
か
、
具
体

的
な
採
用
活
動
や
人
材
の
育

成
・
定
着
の
あ
り
方
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

人
材
育
成
に
関
す
る
助
成
金

の
情
報
提
供
も
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
基
本
的

か
つ
本
質
的
な
こ
と
を
学
べ

て
、
す
ご
く
満
足
し
た
。こ
の

よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の

方
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
県
全

体
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

と
感
じ
た
。」
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　県社協・福祉人材研修センターでは、福
祉の職場説明・面接会の一環として、求人
事業所を対象とした「社会福祉施設等福祉
人材確保セミナー」及び求職者を対象とし
た「就職応援セミナー」を開催した。

福祉人材の確保に期待!!福祉人材の確保に期待!!
福祉の職場説明・面接会（第1回）開催

「
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
」を
新
た
に
開
始

「
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
」を
新
た
に
開
始

若
年
認
知
症
家
族
の
思
い  

〜
地
域
サ
ポ
ー
ト
と
共
に
〜

若
年
認
知
症
家
族
の
思
い  

〜
地
域
サ
ポ
ー
ト
と
共
に
〜

社
会
福
祉
施
設
等
福
祉

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー

社
会
福
祉
施
設
等
福
祉

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
の
職
場
説
明
・

面
接
会

福
祉
の
職
場
説
明
・

面
接
会

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
11
月
23
日
に
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
「
福
祉
の
職
場
説

明
・
面
接
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
面
接
会
は
、
求
職
者
と
求

人
事
業
所
と
の
直
接
面
談
す

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で

相
互
の
求
職
・
求
人
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
。今

年
度
第
1
回
目
と
な
る
面
接

会
は
、
児
童
分
野
特
化
型
（
保

育
士
限
定
）
と
し
て
開
催
し
、

法
人
37
ケ
所
及
び
求
職
者
31

名
（
一
般
16
名
・
学
生
15
名
）

が
参
加
し
た
。

　
求
職
者
の
中
に
は
、
積
極
的

に
各
ブ
ー
ス
へ
足
を
運
び
、
就

職
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
、
そ
の
場
で
採
用

即
決
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

求
職
者
も
い
た
。各
種
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
求
職
等
相
談
、
福
祉

人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
求
職
相
談
・
登
録
、
職
場

体
験
の
申
込
受
付
を
行
っ
た
。

　
面
接
会
で
は
求
職
者
を
対

象
に
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、
と
ま
と
社
労
士
オ
フ
ィ

ス
所
長
（
社
会
保
険
労
務
士
・

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

の
名
城
志
奈
氏
か
ら
、「
面
接

会
の
歩
き
方
や
面
接
で
の
ア

ピ
ー
ル
方
法
等
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
面
接
会
で
の
目
標

を
声
に
出
し
、
明
確
に
し
た
う

え
で
臨
む
こ
と
や
、
求
人
資
料

等
に
な
い
情
報
を
得
る
必
要

性
や
方
法
等
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
今
年
度
の
説
明
・
面
接
会

は
3
回
開
催
を
予
定
（
2
回
目

は
12
月
に
開
催
済
み
）。

介護支援専門員実務研修
受講試験  233名が合格!

第
3
回

福
祉
・
介
護
・
保
育（
総
合
）

日
時：

2
月
1
日（
土
）

　
　
　
13
時
〜
17
時

　
　
　
　 

（
受
付
13
時
〜
）

会
場：

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
先
】

県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
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待
機
児
童
解
消
へ
向
け
て
! !

待
機
児
童
解
消
へ
向
け
て
! !

「
介
護
の
日
」
講
演
会

「
介
護
の
日
」
講
演
会

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
士
を
目

指
す
学
生
に
対
し
修
学
資
金

を
貸
付
け
、
修
学
を
容
易
に
す

る
こ
と
で
質
の
高
い
保
育
士

の
養
成
確
保
を
目
的
と
し
た

「
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業
」を
実
施
す
る
。

　
対
象
者
は
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト

教
短
期
大
学
、
沖
縄
女
子
短
期

大
学
、
沖
縄
福
祉
保
育
専
門
学

校
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門

学
校
（
以
下
「
養
成
施
設
」）
へ

通
う
学
生
（
平
成
25
年
度
入
学

者
）で
、
養
成
施
設
を
卒
業
後
、

県
内
で
5
年
間
保
育
職
に
従

事
す
る
こ
と
で
、
修
学
資
金
の

返
還
が
免
除
と
な
る
。

　
平
成
25
年
4
月
現
在
、
県
内

の
待
機
児
童
数
は
2
2
1
6

人
に
上
り
、
潜
在
的
待
機
児
童

を
含
め
る
と
9
0
0
0
人
程

度
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
は
、

受
け
皿
と
な
る
保
育
所
の
整

備
や
保
育
士
の
人
材
確
保
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
貸

付
事
業
は
、
県
内
の
待
機
児
童

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
環
で
、
県
で
実
施
し
て
い

る
総
合
的
な
保
育
士
・
保
育

所
支
援
事
業
の
一
つ
に
位
置

付
け
ら
れ
る
。

　
昨
年
度
、
県
社
協
に
お
け
る

保
育
所
の
保
育
士
求
人
件
数

は
2
4
5
件
で
、
募
集
人
数
は

8
9
8
人
と
な
っ
て
お
り
、
1

件
当
た
り
3
・
7
人
を
募
集

し
て
い
た
（
表
1
）。こ
れ
に
対

し
て
、
採
用
人
数
は
2
1
7
人

で
、
募
集
人
数
に
対
す
る
採
用

人
数
の
割
合
は
約
24
％
と
低

い
結
果
に
と
ど
ま
っ
た
。一
方
、

採
用
が
な
か
っ
た
求
人
件
数

は
1
4
7
件
と
半
数
以
上
を

占
め
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
人
材
の
確
保
が
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
今
後
、
県
社
協
で
は
こ
の
事

業
を
通
し
て
養
成
施
設
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
学
生
の
就

職
あ
っ
せ
ん
等
、
保
育
職
従
事

者
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

ま
で
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県
社
協 

介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
20
日
、

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、『
介
護
の
日
』講
演
会
を

開
催
し
た
。こ
れ
は
、
若
年
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
へ
の

地
域
支
援
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
、
福
祉
・
医
療
関
係
者
を
は

じ
め
福
祉
や
介
護
を
学
ぶ
学

生
な
ど
5
0
0
名
余
が
参
加

し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、
県
高
齢
者

福
祉
介
護
課
主
任
の
海
野
高
志

氏
が
「
沖
縄
県
に
お
け
る
認
知

症
支
援
」
と
題
し
た
行
政
説
明

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
海
野
氏

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
や
認
知
症
の
人
へ

の
対
応
の
心
得
等
に
つ
い
て
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。

　
講
演
会
で
は
、
講
師
に
、
東

京
・
北
海
道
を
中
心
に
地
域

で
活
動
を
展
開
す
る
干
場
功

氏
を
迎
え
、「
若
年
認
知
症
家

族
の
思
い
〜
地
域
サ
ポ
ー
ト

と
共
に
〜
」
と
題
し
、
長
年
に

わ
た
っ
て
妻
を
介
護
し
た
体

験
等
に
基
づ
く
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

　
若
年
認
知
症
家
族
会
・
彩

星
（
ほ
し
）
の
会
で
顧
問
を
務

め
る
干
場
氏
は
、「
若
年
認
知

症
は
、
ま
ず
家
庭
よ
り
職
場
で

分
か
る
場
合
が
多
く
、
診
断
が

つ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
多
い
。診
断
後
も
社
会

的
な
受
け
皿
が
少
な
く
、
高
齢

者
の
認
知
症
と
違
い
社
会
的

な
役
割
を
ど
う
担
っ
て
も
ら

う
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
。
介
護
生
活
で
の

不
安
に
対
し
て
は
、「
十
人
十

色
の
対
応
が
必
要
だ
」
と
強
調

し
た
。

　
そ
し
て
、「
家
族
や
本
人
に

と
っ
て
は
、
診
断
が
終
わ
り
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
が
新
た
な

暮
ら
し
の
始
ま
り
で
あ
る
」
と

訴
え
た
。

　
認
知
症
の
方
を
支
え
る
に

は
、
そ
の
人
が
暮
ら
す
地
域
や

周
囲
が
理
解
し
支
え
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
説
い
た
う

え
で
、「
ど
ん
な
に
い
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
出
来
上
が
っ
て

も
、
そ
れ
を
動
か
す
の
は
や
は

り
人
間
。人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
連
携
は
、
動
い
て
こ
そ
。

や
が
て
お
互
い
の
信
頼
と
な

り
、
成
長
し
大
き
な
力
と
な

る
。」と
呼
び
掛
け
た
。

県社協における全求人件数
（新規求人のみ）

保育士求人件数
　（採用 0人の求人件数）

募集に対する採用の割合
（②/①×100）

①募集人数

②採用人数

245件
(147件)

898人

217人

24.2%

1,409件

…………………………………………
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松
田
一
良
さ
ん(

70
歳)

は
、

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
第
19

期
の
卒
業
生
で
、
選
択
科
目
で

写
真
を
専
攻
し
た
こ
と
を
機

に
カ
メ
ラ
を
手
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。写
真
の
モ
デ
ル
は

孫
の
優
真(

ゆ
う
ま)

く
ん(

撮

影
時
2
才)

。横
に
開
い
た
新

聞
記
事
に
視
線
を
向
け
る
様

子
が
実
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一

枚
は
、
初
出
展
と
な
っ
た
か
り

ゆ
し
美
術
展
で
見
事
、
銅
賞
に

輝
い
た
。

　「
長
寿
大
学
校
で
交
友
関
係

が
広
が
っ
た
」
と
話
す
松
田
さ

ん
は
、「
今
後
も
サ
ー
ク
ル
や

個
人
で
写
真
を
楽
し
み
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

撮影者：松田一良 さん

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

（
10
月
1
日
〜
11
月
30
日
）

作品名「ぼくらの未来…!」作品名「ぼくらの未来…!」
り
や
優
し
さ
の
心
を
持
つ
こ
と

を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　(

伊
良
皆)

　
特
集
記
事
の
条
例
の
目
指
す

社
会
の
実
現
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
行
動
が
求
め
ら
れ
ま

す
。ま
ず
は
、
相
手
へ
の
思
い
や

2014.1.１福祉情報おきなわ
…………………………………………

　
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税

　
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
。詳
し
く
は
県
社
協
・
総
務

　
企
画
部
ま
で
。

　「人生いつだってこれから　だれに

も朝はかならずやってくる」

　98歳の詩人、柴田トヨさんがつむぎ

出すみずみずしい言葉の数々。

　今回紹介する『くじけないで』では、

産経新聞「朝の詩 ( うた )」に掲載され

た 35 点と、下野新聞に掲載された 3

作品や未発表 4 作品の計 42 作品が収

録されています。

　2013 年 11 月 16 日に上映開始さ

れた映画【くじけないで】の原作本。

　「誰かに紹介したい !」、「すっと心に

寄り添ってくれる !」など反響の大きい

オススメの 1冊です。
 

※この図書は社会福祉ライブラリー

   で貸出しています。

～社会福祉ライブラリーから本の紹介～～社会福祉ライブラリーから本の紹介～

著　　者　柴田　トヨ

発　　行　飛鳥新社

出版年月　2010年3月

定　　価　1,000円
　　　    　 （税込）

『くじけないで』『くじけないで』

　
県
社
協
で
は
2
月
5
日
、

「
第
4
回
か
り
ゆ
し
地
域
福

祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー(
地
域
の
福

祉
力
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー)

〜

地
域
に
根
差
し
た
地
域
包
括

支
援
体
制
づ
く
り
〜
」
を
開

催
す
る
。(

共
催

：

か
り
ゆ
し

地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
実

行
委
員
会
、
沖
縄
県
地
域
福

祉
学
会)

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
公
的

な
社
会
資
源
で
あ
る
医
療
や

福
祉
の
地
域
支
援
に
関
す
る

取
組
み
と
、
地
域
住
民
に
よ

る

支

え

合

い

等

の

イ

ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
り
組
み
を
通

し
て
、
相
互
連
携
の
可
能
性

を
探
り
、
地
域
に
根
差
し
た

地
域
包
括
支
援
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
。

■
日
時

：

2
月
5
日(

水)

10
時

〜
16
時(

9
時
半
受
付)

■
会
場

：

県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
東
棟
1
階
ゆ
い
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象

：

ど
な
た
で
も
参

加
可
能

■
参
加
費

：

会
員
1
0
0
0

円
、
非
会
員
2
0
0
0
円
、

学
生
5
0
0
円

※

会
員
と
は
県
社
協
の
会
員
を

指
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

：

本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
F
A
X
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

：

県
社
協
・
地
域
福
祉
部

0
9
8
（
8
8
7
）
2
0
0
0

●一般社団法人沖縄県電気
　管工事業会青年部 様

2
月
5
日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

●
大
田
直
也 

様

●
比
嘉
義
隆 

様

●
㈱
サ
ン
レ
ー 

様

●(

公
財)

沖
縄
県
農
林
水
産

　
団
体
共
済
会 

様

●
沖
縄
生
麺
協
同
組
合 

様

●
㈱
琉
球
銀
行 

様

●
J
T
B
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連

　
盟
沖
縄
支
部
・
J
T
B
レ
キ

　
オ
ス
会 

様

●
國
和
会 

様

●学校法人湘央学園
　浦添看護学校 様

「
第
4
回
か
り
ゆ
し
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

「
第
4
回
か
り
ゆ
し
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」


